
授業力開発プログラム
現職Ｍ１ 小野 靖子

「理論と実践の往還（融合）」を掲げている教職大学院で，
私は，学校・教育に関わるあらゆる分野を経験と知識に富ん
だ大学の先生方から学んでいます。また，授業の中では，現
職院生と学卒院生が意見を交流したり実習を行ったりしなが
ら理論からの学びを深め，これまでの実践の裏付けと新たな
視点での省察を重ね，充実した日々を送っています。

授業力開発プログラム
学卒Ｍ１ 関 要

入学してまだ約４か月ですが,講義や実習を通じて
多くの学びを得ることができ,充実した日々を送って
います。現職院生からお話を聞いたり,実習で実際の
学校現場を体感したりすることで,改めて自分の目指

す教師像を考えるきっかけとなりました。目標に近
づくためにと,学部時代よりも学修意欲が高まってい
るのを実感しています。

授業力開発プログラム
学卒Ｍ２ 安藤 颯

授業力開発実習で小単元を通
して授業実践を行うことで,生徒
のもつ「誤解やつまずき」

に着目することの大切さを改め
て学びました。間違えることを
避けたいと思うことは当然
の考えですが,「間違いから学ぶ

こと」はとても価値があること
です。そのことを生徒に伝えな
がら,時には教師も
間違い,ともに考える
ことが必要だと感じ
ました。

授業力開発プログラム
現職Ｍ２ 大谷 寛子

年度初めに,新任指導主事研修

会への参加や県教育委員会での
シャドウイング等,大変貴重な学
びの機会をいただき,大学院での

学修の背景について学びました。
学校の教育活動には,教育行政や

そこに携わる方々が欠かせない
こと,国や県の施策は,未来の子ど
も達を見据えたものであり,推進

する想いは学校現場の教職員と
同じであることを感じました。
今後の学修では,行政と教育現場

をつなぐ役割を担うべく見識を
深めていきたいです。

授業力開発プログラム
学卒Ｍ２ 太田 絵理

これまでの１年半の院生生活で研究計画を立て，調査の実施，分析，
考察を行ってきました。その研究成果をもとに中間発表会に向けて，
ご参会の皆さんに自身の研究をいかに分かりやすく伝えることができ
るのか，ご意見をいただける発表となるのかを模索しながら発表資料
の作成を行いました。中間発表は，多角的に自身の研究についてご助
言をいただける機会です。いただいたご意見をもとに今後の研究に励
んでいきます。

学校マネジメント力開発プログラム
現職Ｍ２ 及川 総司

７月22日（金）にＭ２中間発表会が行われました。教職大学院では院

生が各自の研究テーマに基づいて理論知と実践知の双方からアプローチ
した教育実践研究に取り組んでいます。今回の発表は,これまでの成果を
整理するとともに,まとめまでの方針を確認し修正
のための助言を得ることを目的として実施され,たくさん
のご指導・ご助言をいただくことができました。

中間発表会に向けて

中間発表会を終えて

実務家教員
加 藤 孔 子

４月に第７期生13名
が入学し，30名の院生

(学卒14名・現職16名)による学修が
スタートしました。教職大学院は，
「理論と実践の融合」を理念とし，
高度専門職業人としての教員の養成
を目指しています。異年齢，異経験
の院生集団の環境で，研究者教員と
実務家教員の個々の専門性を活かし
た授業を進めています。私の担当し
ている「道徳教育の実践と課題」の
授業では，道徳教育の理論を深め，
学校における道徳教育計画作成の実
際や，今求められる道徳科の授業づ
くり等を学卒，現職院生が活発に議
論を交わしながら創り上げています。
また，連携協力校や附属校で実践
実習を重ね学校マネジメントや授業
の実際について学びを深めています。
７月末には２年次院生による教育実
践研究中間発表会が行われました。
このように教職大学院での２年間
の学びは，専門的・実践的力量を培
うとともに，院生同士の主体的対話
的な関わり合いから，今教員に求め
られている人間的力量が育まれ，修
了後には「学校の大きな力」となる
ことを確信しています。
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